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　◇翌12口耐Illの城もぼんやり氷雨にかすんだ午後，

村有志諸氏の微迎髭堅に下宿先竹中順吉氏方へ落つく．

　◇瀬戸の村は山である．その小松林の山裾の所々に三々五々人家がある．

そしてその家々の白壁が，村の至る所に散在する灌漸湖の水面に朝な夕な映

じていとものどかである．

　◇2月22口山本先生の御來村，小雨のそぼ降る中に御熱心に御槍分になり，

瀬戸黄道光観測所だより　（2月）

　◇2月11日紀元節の午後，山本先生より威望の御題を

ゐte　y“き，御夫人よりの門出の赤飯に感謝と怒激にむせ

びながら京都獲西下する．

　刷1戸にてクロノメ1タ1を受瑠り，それを護逡して22

時21分幅山面．大塚瀬戸村長及び野田正光寺住職に迎へ

られて，輻山宿り．

　　　　　　　　　　　　　　　いよいよ瀬戸村入り，

假硯測所の建築位置等

最後的の御決定をなさ

れる．

　◇下旬梅を見るには

もうおそく，柳Z）芽に

春が來て，鶯の聾が小

松林にこぼれると，H

毎に陽射しが柔くな

る．その頃熱心なる村

民諸氏の努力奉仕によ

って假硯測夙のJec地が

回り，牛に引かせての

石材運搬が始まり，用

材の切り出しが始ま

る．正に素晴らしい活

∴蕊無血藷Pl

，こ…暴論・ンデ㌦艦．

　　　　　観測所の敷地下椋分
右4人圓より山本教授、大塚瀬戸村長，本田氏，荒木氏
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氣である．

　◇到着以來荒木課長の御精働ぶりは實に涙ぐましV・限りである．一日李日

の休養もなく，槻測所敷地整地の監督，用材切り出しの監督，村當局との折

衝，甲骨黄道光課員との連絡等寸暇もなく学則働である・
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　◇しかし叉和やかなる反面，荒木課長の子供好きは知る人ぞ知る．下宿先

竹中氏：方に今年3歳の女の子がある．その女の子が紅葉の手をひろげ，可愛

いS聲をあげて，Lチエン　チエイ　チエンチエイ（先生，先生）「となつくさ

まは，みる者をして，思はす微笑ますにはみられない．

　◇槻測所の位置は瀬戸村のL星見山「の一∬1で見晴らしの良vo所である．

L星見山「とは之は新聞のつけて呉れた名である・いN名であると村の人はよ

ろこんでみる．そして今その山の一角が150坪ばかり獲麟の美しV・力によっ

てきれいに開かれて懇親測所が建てられるのである．（ミス生）

× × × × ×

　創立とv・ふことはうるさv・ものですね．いくらでも雑務があって，それが

なかなか片附かないのです．これで假親測所が出來れば一先づおちつけませ

う．先口，山本教慶御領訪の節，花山の創立瞬時のお・話をききましたが，そ

れをおもふと，私達はめぐまれてゐます．村役揚の皆さま，竹中さんの御一

家の眞に行届いたお世話のおがげで，不自由なく暮してゐます．槻置所は假

でも，観測ははじめから本式．すばらしいことをやらうと大きいのぞみを持

ってるます．（荒木健兇記す）


